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許容性と再帰性の関係に関しては数多くの研究がある．しかし，その対である，非許
容性と非再帰性の関係性に関してはあまり調べられていない．この発表では [1] の結果
を正規分布以外のものへ拡張する．モーメントが存在しないような分布をも考えるため，
KullbackLeiblerタイバージェンスを損失関数とする．その応用として，正規分布の平均
の許容性・非許容性と Brown運動の再帰性・非再帰性とが，その値のユークリッド空間の
次元 R2 と R3 で同次に異なる（[2]）のと同様に，Cauchy分布の Locationパラメタの最
尤推定量の許容性・非許容性と，Cauchy過程の再帰性・非再帰性とが，次元の R1 と R2

で同次に違いがでる事を示す．
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